




◇基礎物理学3/3 

３ 図３のように、半径𝑅の一様な円板に糸を巻き付ける。糸の一端は円板に固定されて

おり、もう一端は上壁に固定されている。最初に糸は鉛直に引かれ、円板は静止してい

る。時刻𝑡 = 0で、この状態にある円板を静かに離すと、巻き付いた糸が滑らずにほどけ

ながら円板が落下してゆく。円板の質量を𝑀、 重力加速度の大きさを𝑔とし、糸の重さは

無視できるものとする。円板は常に紙面内を運動しているものとし、以下の問いに答え

よ。 

【３０点】 

 

(1) 円板の重心G回りの慣性モーメントを求めよ。 

 

(2) 円板の重心Gの落下速度を𝑉、円板の回転の角速度を𝜔とする。𝑉と𝜔の関係を表せ。 

 

(3) 糸の張力を𝑆とする。円板の重心の運動方程式、および円板の重心G回りの回転の運動

方程式を、それぞれ𝑆を含む式として表せ。 

 

(4) 糸の張力を𝑅、𝑀、𝑔のうち必要なものを用いて表せ。 

 

(5) 時刻𝑡における、円板の重心Gの落下速度𝑉を𝑅、𝑀、𝑔、𝑡のうち必要なものを用いて表

せ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図３ 


